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●長浜市祇園町132-20●TEL：0749-65-6778
●営業時間：11：30～14：00(L.O.13：30)
           17：30～23：00（L.O.22：30）
●定休日：火曜日●駐車場：20台
※団体は30人まで可能、コース料理は事前に予約を
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米　原

●場所：滋賀県立文化産業交流会館小劇場（米原市下多良2-137）
●開演：19：00（開場：18：00）
●料金：一般2,500円 青少年(25歳未満）1,000円(全席自由）※当日各500円増し
●備考：６歳未満の入場不可
●お問い合わせ：滋賀県立文化産業交流会館 /0749-52-5111

米　原

●場所：伊吹薬草の里文化センタージョイホール（米原市春照37/0749-58-0105）
●開演：13：30（開場：13：00）●料金：無料●備考：手話通訳、要約筆記あり
●お問い合わせ：米原市教育委員会 生涯学習課 /0749-55-8110

近江八幡

●場所：近江八幡市文化会館小ホール（近江八幡市出町366 /0748-33-8111）
●時間：9：50～11：50●料金：カード会員2,500円 一般3,000円
●お問い合わせ：ピティナ近江八幡支部 村井 /0748-33-5198

草　津

●場所：水生植物公園みずの森 緑化相談コーナー（草津市下物町1091）
●時間：13：30～15：30●材料費：300円●定員：先着20人（当日受付）
●お問い合わせ：水生植物公園みずの森 /077-568-2332

愛　荘

●場所：愛知川びんてまりの館（愛知郡愛荘町市1673）
●時間：10：00～18：00●休館日：３/５、６、12、13●料金：無料
●お問い合わせ：愛知川びんてまりの館/ 0749-42-4114

大　津

●場所：しがぎんホール（大津市浜町1-38）●開演：14：00（開場：13：30）
●料金：3,000円 学生2,000円(全席自由）
●お問い合わせ：しがぎん経済文化センター/077-526-0005

3/18
（日）

開催中

みずか
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そう

は　らん ばんじょう
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●日時：3/10(土)開演：17：00
         3/11(日)開演：14：00
●料金：1,000円(全席自由)

●日時：3/17(土)開演：17：00
        3/18(日)開演：14：00
●料金：1,000円(全席自由)

●草津市野路町1681●TEL：077-564-5815
公演・チケット販売担当:端洋一

長浜市祇園町にある「手しごと串料理　つつ

味」は、昨年５月にオープンしたばかりの新

しい店。手づくりにこだわった和食が自慢。

今回ご紹介するのは

【つつ味膳】（880円）
・揚げだし豆腐 ・鯖の味噌煮
・お造り（鮭、鯛）・エイヒレの南蛮漬け
・トンカツ ・エビフライ
・おすまし・野沢菜漬け・ごはん

オーナーの堤芳治さん自らが市場で仕入

れるという素材は新鮮そのもの。優しい

味付けにファンが多い。

料理はカゴの中に彩りよく並ぶ。見た目

も楽しく、どれから食べようか迷ってしまう。

「ゆっくり食事を楽しんでほしい」と、店内に

は女性好みのかわいらしい小物が飾られ、

また年配の方がくつろげるようにとカウン

ター席にはソファーが用意されている。

家族連れが周囲に気兼ねなく食事をでき

るよう、個室を作る計画もある。「一品料

理からお手ごろ価格で食べていただける

ように工夫しています。どうぞ気軽におこ

し下さい」と堤さん。やさしさがあふれた

店内でのんびりとランチタイムが楽しめる。

          （取材・田中）

3月10日と11日、しが県民芸術創造館ホール

で「県民創作ミュージカル フロタキコ」が開催

される。

このミュージカルは企画・運営から公演まで、

ホールのスタッフ、プロの劇団員、そして県

内から集まった参加者で創り上げられた。

担当の端洋一さんは、「学校でもなく地域で

もなく、そして家庭でもない場所での仲間

作りを目指して、公立のホールを起点に取

り組みました」と話す。

原作は「しが県民芸術創造館」の館長・北村想

さんが作っ

た少年少女

ミュージカ

ル「フロタキ

コ」。風呂た

きをさせら

れるため、いつも仲間外れになる少年「六」

が、風呂のたき口で空想する波瀾万丈の

熱血冒険物語である。

演じるのは県内公募で選ばれた48人。小学

４年生の澤貴史くんは「以前ミュージカルを

見て興味を持ち、参加しました。楽しくて

いろいろな体験ができます！」と笑顔で話し

てくれた。また高校１年生の田中亜以梨さ

んは「演劇に興味があって参加しました。友

だちの輪が広がって練習に来るのが楽しみ！」

とすっかり打ち解けた様子。

きっとすばらしい舞台になるに違いない。

　　　　　　　　　　　　      （取材・鋒山）

気軽に楽に楽しめる和食の和食の店
家族家族連れ連れにもオススメ
気軽に楽に楽しめる和食の和食の店
家族家族連れ連れにもオススメ

かつ はっぴ

「今年こそは『だしコンクール』で優勝を！」と

意気込む参和会の制作現場を訪れた。

１月中旬から始まった作業は連日深夜まで

続き、明け方までかかることもしばしばと

いう。作業場には左義長を熟知した長老か

ら中学生まで幅広い世代が集まり、分業し

ながら作業を進める。「毎晩大変ですが合同

作業をすることによってコミュニケーショ

ンが生まれ、地域のつながりが密になります」

と保存会会長の速水一彦さん。

アイデアを出し合ったり意見交換をしたりと、世

代を超えての作業に祭りを愛する心を感じた。

こ

こ

さんかくすい たい まつ

み こし

え   と

よ  さぶ ろう

１日目には13基の左義長が日牟礼八幡

宮の境内に宮入りし、「だし」の審査が

行われる。すべてそろうのはこの日だ

けなのでお見逃しなく！今年の干支は

イノシシ。各町がどんな「だし」を制作

しているのかは当日のお楽しみ。

日牟礼八幡宮の権禰宜伊藤さんは「左義

長まつりは別名『火祭り』とも呼ばれて

います。奉火される前に各町の趣向を

凝らした『だし』をじっくりと見てほしい」

と話している。

２日目には左義長同士をぶつけあう通

称「けんか」が見られる。担ぎ手たちの熱

気と威勢よく当たりあう様は迫力満点。

ただし左義長をよく見ようと近づきす

ぎると巻き込まれる危険があるので気

をつけよう。特にカメラマンの方は要

注意。そしていよいよ20時からは五穀

豊穣・無病息災を祈願し左義長の奉火

が行われる。「手間ひまかけて作ってき

たものを最後には燃やしてしまうところ

に、近江商人の気風の良さを感じます」

と速水さん。夜空を焦がす炎を囲んで

担ぎ手たちが乱舞し、壮大な祭りはクラ

イマックスを迎える。

ひ   む   れ  は ちまん

ごん  ね   ぎ

き っ ぷ

「左義長」は各町内がそれぞれ毎年趣向を凝らして制作する。

本体は新しいワラで編んだ約3メートルの三角錐の松明に炎

を表現する赤紙、くす玉、火打ち石（三角の飾り物）、扇、各家

の願いを書き込んだ短冊などを飾りつけ、

御輿のように担ぐ。

中心にすえつけられた「だし」は、その年の

干支にちなんだものが多く、出来ばえは

コンクールがあるためか、驚くほど精巧。

素材は海の幸（昆布やするめ）や山の幸（黒

豆やごま）が中心で、最後には燃やしてしまうので、建物や

人物は扱わないことが多いという。しかし、成文化された決

まりはなく、古い写真を調べてみると、その時代に流行した

芝居や、大きな出来事にテーマを求めたものもあり、「忠臣蔵」

「切られ与三郎」「人口衛星」「鉄腕アトム」などが登場したこと

も。１年以内に葬式を出した家の家族は参加を遠慮する習わし

もある。

左義長奉火（日牟禮八幡宮）
（５基一斉奉火後、順次奉火）
火祭りのクライマックス！

左義長宮入り（13基勢ぞろい）
左義長だしコンクール審査 左義長自由げい歩

左義長渡御出発（旧市内を練り歩く） お祭り広場（日牟禮八幡宮一帯）に
左義長集合

左義長渡御還行
日牟禮八幡宮帰着
だしコンクール審査発表、表彰式

だし飾り（各町内 左義長宿）

子ども左義長奉火（日牟禮八幡宮）

13：00

14：00

17：30

18：00
  
19：50

10：30

14：00
  
17：00

18：00

20：00
  
22：40

ぐ う

～

～
～


